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感染制御教育センターの
泉川公一教授

長 大 と 感 染 症 と の た た か い

　長崎大学病院に「感染制御教育センター」があ

ることをご存知ですか？ 私たちは患者さんが病

院で安心して治療を受けられるよう、目に見えな

い活動を行っています。その活動の一端を紹介し

ます。

手洗いの実践から抗菌薬の使い方まで
毎日の会議で院内の感染状況を確認

　感染制御教育センターのメンバーは、感染症や

感染制御を専門とする医師が 3人、「感染管理認

定看護師」が2人、検査技師1人、薬剤師1人、事

務職員1人です。センターは大きく3つの役割を

担っています。まず、病院内での感染症の発生を

抑えることです（感染制御）。そのための病院職

員や学生一人ひとりへの教育が2つ目の役割。そ

して地域全体での感染対策を行うことです。

　院内の感染症では、特に「日和見感染症」に注

目しています。一般の健康な方には、病気を起こ

なさいような弱い細菌や真菌（カビ）などが、病

院に入院するような体力の弱った方に感染を起

こすことがあります。大学病院には難しい治療を

している患者さんも多いた

め、特に気をつける必要が

あります。日ごろから、院

内の環境を清潔に保ち、感

染予防のために手を洗う

など、さまざまな注意が必

要です。

　また、感染症の治療薬として、病院では様々な

抗菌薬を使用しています。抗菌薬をたくさん使う

と、薬の効きにくい薬剤耐性菌が出現する可能性

も高くなります。従って、感染が疑われる患者さん

には迅速に対処するだけでなく、抗菌薬を適正に

使っていることをチェックし、病院内での薬剤耐

性菌の発生が少なくなるように努めています。

　感染症は早期発見、早期治療が重要です。そ

のため、当センターでは毎朝会議を開き、院内の

感染症患者さんに、どの抗菌薬をどのくらいの量

で、どれくらいの期間使用するかなどを主治医の

先生方と相談し、患者さんにとってベストな治療

を行っています。入院患者さんから薬剤耐性菌が

出てしまった場合は、患者さんを個室に移動する

などして、病院内で薬剤耐性菌が蔓延しないよう

に対応しています。こうして、感染症の患者さんが

早く治ることはもちろん、他の患者さんに悪い影

響が出ないよう、毎日、注意を払っています。

新しい感染症の出現に備え
看護師らは毎週トレーニング

　センターの2つ目の役割が病院職員や学生の

教育です。例えば、患者さんに接する前、接した

後には必ず手を洗うことを習慣化するよう、定期

的に教育しています。薬剤耐性菌が病院内で広が

らないように、手袋やマスク、ガウンなどを着け

ることがありますが、どういうタイミングで、どう

着けるかなどの教育も必要となります。

泉川公一教授（長崎大学病院感染制御教育センター）
患者さんを院内感染から守る縁の下の力持ち
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　昨年から、中南米でジカ熱が流行しています。

日本でも流行地から帰国した感染者が複数見つ

かりました。ジカ熱はジカウイルスによる感染

症で、ネッタイシマカやヒトスジシマカが媒介し

ます。1947年にウガンダの「ジカの森」に棲む

アカゲザルから初めて見つかり、ナイジェリアで

68年に行われた研究でヒトにも感染すること

がわかりました。その後、2007年にミクロネシ

ア連邦のヤップ島で、13年にはフランス領ポリ

ネシアで流行しました。15年にはブラジルをは

じめ中南米で流行しています。

　ジカ熱は、蚊に刺されて2～7日後に微熱や頭

痛、関節痛、発疹、結膜炎など風邪に似た症状が

現れます。ウイルスも症状もデング熱に似ていま

すが、最近まで重症化することはありませんでし

た。ところが最近、ミクロネシアやポリネシアで

発生した流行では「ギラン・バレー症候群」とい

う手足の筋力が低下する病気になる人が出まし

た。また、中南米では、妊娠中に感染すると胎児

の小頭症を発症する可能性が指摘されており、

WHO（世界保健機関）は「妊婦はジカ熱の流行

地域に渡航すべきでない」と勧告しています。

　今年8月には、ブラジルのリオデジャネイロで

オリンピックが開催されます。現地は冬で蚊が少

ない時期ですが、渡航する場合には「虫除けをこ

まめに使う」「皮膚の露出を少なくする」など、蚊

に刺されないよう十分注意する必要があります。

ジカ熱は症状が軽く、またジカウイルスに感染し

ても症状が出ない人（不顕性感染）が約80％い

るとされています。ジカウイルスに感染している

と自覚しない人が多く、性行為による女性への感

染が疑われる例も報告されています。

　リオ五輪の期間は、日本ではジカウイルスを媒

介できるヒトスジシマカが多くなる時期です。熱

帯医学研究所の森田公一所長は「日本での流行

を防ぐためにも、現地での感染に十分気をつけ

るだけでなく、帰国後も、蚊に刺されないように

注意するなど十分用心してほしい」と言います。

　長崎大学では、ジカ熱などの蚊が引き起こす

病気とその予防策についての市民向け学習会を

4月23日に開催します。ぜひ、ご参加ください。

蚊が媒介する感染症、主な症状は発熱や発疹など
妊娠中の人の流行地への渡航は要注意！ジカ熱

新興・再興感染症

　ところで、長崎大学病院には、「第一種感染症

病床」という、エボラウイルス病などのような、法

律で「1類感染症」と呼ばれる、死亡率が高く、

ヒトからヒトにうつる危険な感染症患者さん専

用の病床があります。いつ、このような患者さん

が出ても対処できるよう、トレーニングやシミュ

レーションを繰り返し行っており、これまでに、延

べ200人以上の医療従事者が専門のトレーニン

グを受け、準備しています。

　長崎県にはクルーズ船の人気もあって海外から

も多くの観光客がやってきます。さまざまな感染

症が持ち込まれる可能性も高まっていますが、エ

ボラウイルス病など致死率の高い感染症患者さ

んが発生しても、長崎大学病院ならいつでも受け

入れられると自負しています。

次号（2016年5月号）では
「熱帯医学研究所小児感染症学分野」を取り上げます。

次号（2016年5月号）では
「マラリア」を取り上げます。


